
秋田県健康環境センターからのお知らせ

平成28年2月

■ 秋田県における高齢者結核の状況

■結核対応ガイドブックの作成理由

■どのような内容ですか？

★内容は盛りだくさんですが、

　いざ！っという時のために、手元においてください。

　■結核対応ガイドブックを、ダウンロードしてご活用ください。

ホームページ美の国あきたネット＞健康環境センター

http://www.pref.akita.lg.jp/www/genre/0000000000000/1143813367001/index.html

■内容についてのお問い合わせ、ご不明な点がございましたらご連絡ください。

[ 担当者及び連絡先 ] tel　　018（832）5005

秋田県健康環境センター fax　  018（832）5047

保健衛生部　　田中貴子　 〒010-0874　秋田市千秋久保田町6-6

高齢者福祉施設及び通所介護事業所など

高齢者の介護や支援をされる方々へのご案内

＊秋田県の結核新登録患者は年々減少していますが、平成26年には98人の新しい結核患者
　が発生しており、そのうちの約7割を65歳以上の高齢者が占めています。

＊また近年、特別養護老人ホームや通所介護事業所（ディサービス）などを利用される方か
　ら、結核発病がみられたり、高齢者のお世話をする介護職員の方からの結核感染が報告さ
　れるなど、高齢者福祉施設等における結核問題は深刻になっています。

＊このようなことから秋田県健康環境センターでは、平成26年度～27年度に高齢者の結核
　対策支援に関する調査研究を立ち上げ、その一つとして、高齢者の生活パターン（入所・
　通所）に合わせた「高齢者福祉施設等における結核対応ガイドブック」の作成を目標に取
　り組んできました。

＊このたび、秋田県内の保健所長及び市立秋田総合病院の呼吸器科の先生、並びに県内の高
　齢者施設、通所介護事業所、居宅介護支援事業所など多くの方々のご協力により、本ガイ
　ドブックが完成しました。

＊職員の健康管理は、どうしたらいいの？　などなど

＊施設内で結核患者が発生した場合、どう対応すればいいの？

＊N95マスクがない場合、サージカルマスクで代用していいの？

＊結核ってどうやってうつるの？

＊結核を早期に発見するための健康ポイントは？

＊食器はほかの利用者と分けなくてはいけないの？

高齢者福祉施設等における結核対応ガイドブック 

をご活用ください！ 
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